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衆
議
院
議
員
滝
実
君
提
出
十
五
・
四
兆
円
で
日
本
経
済
は
経
済
危
機
か
ら
脱
却
で
き
る
の
か
ど
う
か
に
関
す
る
再
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
滝
実
君
提
出
十
五
・
四
兆
円
で
日
本
経
済
は
経
済
危
機
か
ら
脱
却
で
き
る
の
か
ど
う
か
に
関
す
る
再
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

前
回
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
三
二
七
号
）
二
及
び
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
よ

う
に
、
国
債
を
財
源
と
す
る
財
政
出
動
を
行
っ
た
場
合
の
国
債
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
内
外
経
済
状

況
や
経
済
対
策
の
効
果
の
発
現
の
態
様
等
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
「
国
債
を
財
源
と
す
る
財
政
出
動
に
よ
っ
て
将
来
世
代
へ

の
国
債
の
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
は
な
い
」
と
は
一
概
に
は
い
え
な
い
。

我
が
国
の
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
発
散
を
止
め
、
安
定
的
に
引
き
下
げ
て
い
く
こ
と
は
、
財
政
の
持
続
可
能
性
を
確
保

す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
当
面
、
過
去
に
前
例
の
な
い
不
透
明
な
内
外
経
済
状
況
に
弾
力
的
に
対

応
し
つ
つ
も
、
財
政
規
律
の
維
持
の
観
点
か
ら
、
将
来
世
代
へ
の
安
易
な
負
担
の
付
け
回
し
を
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
中
期
的
に
は
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

総
額
約
五
十
七
兆
円
（
う
ち
国
費
約
十
五
兆
円
）
の
「
経
済
危
機
対
策
」
（
平
成
二
十
一
年
四
月
十
日
「
経
済
危
機
対
策
」

一



に
関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
合
同
会
議
決
定
）
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
二
十
一
年
度
経
済
見

通
し
暫
定
試
算
（
内
閣
府
試
算
）
」
（
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
七
日
内
閣
府
公
表
）
に
お
い
て
、
同
対
策
に
盛
り
込
ま
れ

た
施
策
の
裏
付
け
と
な
る
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
民
間
最
終
消
費
支

出
や
公
的
固
定
資
本
形
成
等
が
増
加
し
、
平
成
二
十
一
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
十
兆
円
程
度
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
一
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
効
果
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

経
済
政
策
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
経
済
指
標
を
参
考
に
し
つ
つ
、
そ
の
時
々
の
経
済
状
況
等
を
十
分
に
踏
ま
え

て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
現
下
の
厳
し
い
経
済
金
融
情
勢
に
対
し
て
は
、
平
成
二
十
年
八
月
以
降
、
総
額
約
七
十
五
兆
円
の
三
次

に
わ
た
る
経
済
対
策
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
速
や
か
な
実
施
に
全
力
を
挙
げ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
先
般
、
多
年
度
に
よ
る
対

応
も
視
野
に
入
れ
た
総
額
約
五
十
七
兆
円
（
う
ち
国
費
約
十
五
兆
円
）
の
「
経
済
危
機
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
「
景
気
の
底
割
れ
」
を
防
ぎ
つ
つ
、
国
民
の
安
心
を
確
保
し
、
未
来
の
成
長
力
強
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

二


